
(57)【要約】

　流量計の流管（２００）内を流れるプロセス流体に電

気的に結合するように構成された基準電極（２１２）を

含む電磁流量計（２０）が提供される。基準電極（２１

２）は、プロセス流体の電位を計測するように適合され

ている。電流制限器（２１６）は、基準電極（２１２）

を通過する電流を制限し、それにより、基準電極（２１

２）の腐食を減らすように構成されている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 計 測 回 路 、
　 流 管 、
　 流 管 内 に 配 置 さ れ 、 計 測 回 路 に 結 合 さ れ た 少 な く と も 第 一 及 び 第 二 の 電 極 、
　 計 測 回 路 に 動 作 的 に 結 合 さ れ 、 流 管 内 の プ ロ セ ス 流 体 に 電 気 的 に 結 合 す る よ う に 配 置 さ
れ た 少 な く と も 一 つ の 基 準 電 極 、 及 び
　 基 準 電 極 に 結 合 さ れ 、 計 測 回 路 に 結 合 す る よ う に 適 合 さ れ 、 基 準 電 極 の 腐 食 を 減 ら す よ
う に 構 成 さ れ た 電 流 制 限 器
を 含 む 電 磁 流 量 計 。
【 請 求 項 ２ 】
　 基 準 電 極 が 白 金 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 流 量 計 。
【 請 求 項 ３ 】
　 計 測 回 路 に 動 作 的 に 結 合 さ れ 、 プ ロ セ ス 流 体 に 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ た も う 一 つ の 基
準 電 極 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 流 量 計 。
【 請 求 項 ４ 】
　 電 流 制 限 器 が 抵 抗 器 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 流 量 計 。
【 請 求 項 ５ 】
　 抵 抗 器 が 約 １ ０ Ω ～ 約 １ ５ ０ kΩ の 抵 抗 値 を 有 す る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 流 量 計 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ト ラ ン ス ミ ッ タ 回 路 を 収 容 し 、 流 管 に 結 合 さ れ て い る 導 電 性 流 量 計 ケ ー ス を さ ら に 含 み
、 電 流 制 限 器 が ケ ー ス に 結 合 さ れ 、 ケ ー ス が ア ー ス に 結 合 さ れ る よ う に 適 合 さ れ て い る 、
請 求 項 １ 記 載 の 流 量 計 。
【 請 求 項 ７ 】
　 基 準 電 極 が 非 導 電 性 カ プ ラ を 介 し て 流 管 に 結 合 さ れ て 基 準 電 極 を 流 管 か ら 電 気 的 に 絶 縁
し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 流 量 計 。
【 請 求 項 ８ 】
　 計 測 回 路 が 、 第 一 の 電 極 に 結 合 さ れ た 増 幅 器 を 含 み 、 増 幅 器 が 、 基 準 電 極 及 び 電 流 制 限
器 を 介 し て プ ロ セ ス 流 体 の 電 位 に 参 照 さ れ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 流 量 計 。
【 請 求 項 ９ 】
　 基 準 電 極 が 接 地 リ ン グ を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 流 量 計 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 電 磁 流 量 計 の た め の 流 管 で あ っ て 、
　 非 導 電 性 内 面 を 有 す る 導 電 性 管 、
　 内 面 に 配 置 さ れ 、 プ ロ セ ス 流 体 と 接 触 す る よ う に 適 合 さ れ て い る 第 一 及 び 第 二 の 電 極 、
　 導 電 性 管 に 取 り 付 け ら れ 、 そ れ か ら 電 気 的 に 絶 縁 さ れ 、 プ ロ セ ス 流 体 に 電 気 的 に 結 合 す
る よ う に 配 置 さ れ て い る 基 準 電 極 、 及 び
　 基 準 電 極 に 電 気 的 に 結 合 す る よ う に 構 成 さ れ 、 計 測 回 路 に 直 列 に 結 合 す る よ う に 適 合 さ
れ て い る 電 流 制 限 器
を 含 む 流 管 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 電 流 制 限 器 が 抵 抗 器 で あ る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 流 管 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 抵 抗 器 が 約 １ ０ Ω ～ 約 １ ５ ０ kΩ の 抵 抗 値 を 有 す る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 流 管 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 基 準 電 極 が 白 金 を 含 む 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 流 管 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 基 準 電 極 が 非 導 電 性 カ プ ラ を 介 し て 流 管 に 取 り 付 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 流 管
。
【 請 求 項 １ ５ 】
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　 基 準 電 極 が 接 地 リ ン グ を 含 む 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 流 管 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 電 磁 流 量 計 中 の プ ロ セ ス 流 体 の 電 位 を 感 知 す る よ う に 構 成 さ れ た 基 準 電 極 の 腐 食 を 減 ら
す 方 法 で あ っ て 、
　 電 流 制 限 器 を 得 る こ と 、 及 び
　 電 流 制 限 器 を 基 準 電 極 及 び 流 量 計 測 回 路 と 電 気 的 に 直 列 に 配 置 す る こ と
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 電 流 制 限 器 が 抵 抗 器 を 含 む 、 請 求 項 １ ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 抵 抗 器 が 約 １ ０ Ω ～ 約 １ ５ ０ kΩ の 抵 抗 値 を 有 す る 、 請 求 項 １ ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 基 準 が 接 地 リ ン グ を 含 む 、 請 求 項 １ ６ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
発 明 の 分 野
　 本 発 明 は 、 プ ロ セ ス 計 測 及 び 制 御 産 業 に 関 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 電 磁 流 量
計 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
発 明 の 背 景
　 流 管 中 の 導 電 性 プ ロ セ ス 流 体 の 流 量 を 計 測 す る た め に 電 磁 流 量 計 が 使 用 さ れ る 。 導 電 性
流 体 は 、 電 磁 石 及 び 電 極 を 通 過 し て 流 れ る 。 フ ァ ラ デ ー の 電 磁 誘 導 の 法 則 に よ る と 、 印 加
さ れ る 磁 場 に よ り 、 起 電 力 （ Ｅ Ｍ Ｆ ） が 流 体 中 に 誘 導 さ れ る 。 Ｅ Ｍ Ｆ は 流 体 の 流 速 に 比 例
す る 。 電 極 は 、 流 管 中 に 配 置 さ れ て 、 流 動 す る 流 体 と 電 気 的 に 接 触 す る 。 電 極 が 、 流 体 中
に 電 磁 的 に 誘 導 さ れ る Ｅ Ｍ Ｆ を 感 知 す る と 、 そ の Ｅ Ｍ Ｆ を 使 用 し て 流 速 を 測 定 す る こ と が
で き る 。 Ｅ Ｍ Ｆ は 、 電 極 間 に 接 続 さ れ た フ ロ ン ト エ ン ド 差 動 増 幅 器 を 使 用 す る 流 量 計 に よ
っ て 計 測 さ れ る 。 プ ロ セ ス 流 体 の 電 位 が 差 動 増 幅 器 の た め の 基 準 と し て 使 用 さ れ る 。 こ の
基 準 は 必 ず し も ア ー ス で な く て も よ い こ と に 注 意 す る こ と 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ト ラ ン ス ミ ッ タ は 、 安 定 な 読 み を 出 す た め に は 、 プ ロ セ ス を 参 照 し な け れ ば な ら な い 。
こ の プ ロ セ ス 接 続 は 、 流 管 と プ ロ セ ス と の 間 の 電 気 的 接 続 を 保 証 す る こ と に よ っ て 確 立 さ
れ る 。 こ れ は 、 流 管 に 巻 き 付 く ア ー ス リ ン グ 、 流 管 に 直 接 接 続 さ れ る 接 地 電 極 又 は 流 管 と
隣 接 す る 導 電 性 管 と の 間 の ス ト ラ ッ プ を 用 い て 実 施 す る こ と が で き る 。 ア ー ス は 、 低 雑 音
基 準 を 提 供 す る こ と が で き 、 し ば し ば 、 電 気 安 全 規 定 に よ っ て 求 め ら れ る 。 し か し 、 ア ー
ス は 、 正 し い 作 動 の た め に 必 ず し も 求 め ら れ る わ け で は な い 。 施 設 に よ っ て は 、 プ ロ セ ス
の 電 気 的 性 質 又 は プ ロ セ ス 流 体 の 腐 食 性 の た め 、 プ ラ ス チ ッ ク も し く は 非 導 電 性 の 管 又 は
金 属 管 中 の ラ イ ニ ン グ を 使 用 す る 。 こ れ ら の 場 合 、 プ ロ セ ス は 、 ア ー ス と は 異 な る 電 位 に
あ る こ と が で き る 。 接 地 電 極 と 流 管 と の 間 の 、 ボ ル ト 又 は 他 の 手 段 に よ る 接 続 は 、 接 地 リ
ン グ 又 は 接 地 電 極 の 腐 食 を 招 く お そ れ の あ る 、 ア ー ス へ の 電 流 の 経 路 を 提 供 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 多 く の プ ロ セ ス 施 設 で は 、 プ ロ セ ス 流 体 を 運 ぶ プ ロ セ ス 配 管 は 導 電 性 で あ り 、 プ ロ セ ス
流 体 と 接 触 す る 。 し た が っ て 、 流 管 か ら の ス ト ラ ッ プ を プ ロ セ ス 配 管 に 接 続 す る だ け で 、
導 電 性 流 体 が 流 管 と 同 じ 電 位 で あ る こ と を 保 証 す る こ と に な る 。 し か し 、 用 途 に よ っ て は
、 プ ロ セ ス 配 管 そ の も の が 非 導 電 性 で あ る か も し れ な い し 、 非 導 電 性 の 内 側 ラ イ ニ ン グ を
有 す る か も し れ な い 。 し た が っ て 、 プ ロ セ ス 配 管 そ の も の へ の 電 気 接 触 は 、 プ ロ セ ス 流 体
の 基 準 を 設 け る こ と に は な ら な い 。 こ の よ う な 状 況 で は 、 代 替 技 術 を 使 用 し て プ ロ セ ス 流
体 に 電 気 的 に 結 合 し な け れ ば な ら な い 。 た と え ば 、 流 量 計 の 中 又 は そ れ に 隣 接 す る と こ ろ
に 接 地 リ ン グ 又 は 接 地 電 極 を 使 用 す る こ と に よ っ て プ ロ セ ス の 基 準 を 達 成 す る こ と が で き
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る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 技 術 の 電 磁 流 量 計 で 起 こ っ て き た 問 題 の 一 つ は 、 接 地 電 極 の 著 し い 腐 食 で あ る 。 接
地 電 極 と 流 管 と の 間 の 、 ボ ル ト 又 は 他 の 手 段 に よ る 接 続 は 、 接 地 リ ン グ 又 は 接 地 電 極 の 腐
食 を 招 く お そ れ の あ る 、 ア ー ス へ の 電 気 的 接 続 の 経 路 を 提 供 す る こ と が で き る 。 接 地 電 極
が 腐 食 す る 傾 向 に あ る 施 設 で は 、 流 管 は 、 ア ー ス へ の 電 気 路 を 断 つ た め に ア ー ス か ら 電 気
的 に 絶 縁 す る こ と が で き る 。 こ れ は 一 般 に 、 電 流 が プ ロ セ ス 流 体 及 び 接 地 電 極 を 介 し て ア
ー ス ま で 流 れ る こ と を 防 ぐ 。 こ の 手 法 は 一 般 に 多 く の 問 題 を 解 消 し て き た が 、 す べ て の 状
況 に 対 処 し て い る わ け で は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 定 の 用 途 の せ い で 流 管 を ア ー ス か ら 絶 縁 す る こ と が 実 現 で き な い 状 況 が 依 然 と し て 存
在 す る 。 そ の よ う な ケ ー ス の 一 例 は 、 流 管 を 設 置 す る た め に 使 用 さ れ る ボ ル ト そ の も の が
、 流 管 と 、 隣 接 す る プ ロ セ ス 配 管 と の 間 で 電 気 路 を 提 供 す る ケ ー ス で あ る 。 も う 一 つ の 例
は 、 流 管 を 隣 接 す る 配 管 か ら 絶 縁 す る こ と を 防 ぐ 金 属 ラ イ ニ ン グ 管 の 使 用 で あ る 。 し か し
、 こ れ は 、 ア ー ス へ の 何 ら か の 経 路 を 提 供 し て 、 接 地 電 極 又 は 接 地 リ ン グ の 迷 走 電 食 を 生
じ さ せ る 可 能 性 が あ る 。 こ の よ う な 環 境 で は 、 接 地 リ ン グ を 使 用 す る こ と が で き る 。 接 地
リ ン グ は 、 接 地 電 極 と 比 較 し て よ り 大 き な 表 面 積 を 提 供 し 、 腐 食 は は る か に 問 題 に な ら な
い 。 し か し 、 状 況 に よ っ て は 、 接 地 リ ン グ は 非 実 用 的 で あ る 。 た と え ば 、 接 地 リ ン グ の 破
損 は プ ロ セ ス 流 体 の 漏 れ を 招 く お そ れ が あ る 。 さ ら に は 、 白 金 の よ う な 不 活 性 材 料 の 使 用
は 費 用 を 要 す る 。 し た が っ て 、 腐 食 に 抵 抗 す る こ と が で き 、 接 地 リ ン グ よ り も 廉 価 で あ る
接 地 電 極 を 電 磁 流 量 計 に 設 け る こ と は 、 一 部 の 施 設 に お い て は 特 に 有 用 で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
発 明 の 概 要
　 電 磁 流 量 計 は 、 プ ロ セ ス 流 体 に 電 気 的 に 結 合 さ れ る よ う に 適 合 さ れ た 回 路 を 含 む 。 基 準
コ ン タ ク ト が 、 流 管 内 を 流 れ る プ ロ セ ス 流 体 と 接 触 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 基 準 コ ン
タ ク ト と 回 路 と の 間 に は 、 基 準 コ ン タ ク ト を 通 過 す る 電 流 の 流 量 を 減 ら す た め の 電 気 部 品
が 直 列 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
好 ま し い 実 施 態 様 の 詳 細 な 説 明
　 プ ロ セ ス 中 に 存 在 す る 迷 走 電 流 に 応 答 し て 増 大 し た 接 地 電 極 腐 食 抵 抗 を 提 供 す る 電 磁 流
量 計 が 開 示 さ れ る 。 特 に 、 本 発 明 の 実 施 態 様 は 、 一 部 の プ ロ セ ス 施 設 中 に 存 在 す る 迷 走 電
流 が 接 地 電 極 を 介 し て ア ー ス に 流 れ る こ と を 制 限 又 は 抑 制 す る よ う に 働 く 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 態 様 が 特 に 有 用 で あ る 電 磁 流 量 計 の 実 施 態 様 の 部 分 切 欠 き 図 で あ
る 。 電 磁 流 量 計 ２ ０ は 、 低 磁 気 透 過 性 材 料 で 形 成 さ れ 、 電 気 的 絶 縁 ラ イ ナ ２ ３ を 備 え た 流
管 ２ ２ 、 コ イ ル に よ っ て 形 成 さ れ た 電 磁 石 ２ ６ 、 強 磁 性 コ ア 又 は シ ー ル ド ２ ８ 及 び 電 極 ３
０ 、 ３ ２ を 含 む 。 電 磁 石 ２ ６ 及 び 電 極 ３ ０ 、 ３ ２ は 、 接 地 電 極 ３ ５ と 同 様 に 、 ト ラ ン ス ミ
ッ タ 回 路 ３ ４ に ワ イ ヤ 接 続 さ れ て い る 。 作 動 中 、 ト ラ ン ス ミ ッ タ 回 路 ３ ４ が 電 流 で 電 磁 石
２ ６ を 駆 動 し 、 電 磁 石 ２ ６ が 、 矢 印 に よ っ て 示 さ れ る 磁 場 ３ ６ を 流 管 ２ ２ 内 に 発 生 さ せ る
。 プ ロ セ ス 流 体 ２ １ が 流 管 ２ ２ 中 の 磁 場 を 通 っ て 流 れ 、 そ の 流 れ が 液 体 ２ １ 中 に 起 電 力 （
Ｅ Ｍ Ｆ 、 電 圧 ） を 誘 導 す る 。 絶 縁 ラ イ ナ ２ ３ は 、 液 体 ２ １ か ら 金 属 流 管 ２ ２ へ の Ｅ Ｍ Ｆ の
漏 れ を 防 ぐ 。 電 極 ３ ０ 、 ３ ２ は 、 液 体 ２ １ と 接 触 し 、 フ ァ ラ デ ー の 法 則 に し た が っ て 流 管
２ ２ 中 の 液 体 ２ １ の 流 速 に 比 例 す る Ｅ Ｍ Ｆ を ピ ッ ク ア ッ プ し た り 又 は 感 知 し た り す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ は 、 従 来 技 術 の 電 磁 流 量 計 の 回 路 の 図 で あ る 。 電 磁 流 量 計 １ ２ ０ は 、 絶 縁 ラ イ ナ １
２ ６ を 有 す る 流 管 １ ２ ４ を 含 み 、 こ の 流 管 は 、 流 管 １ ２ ４ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 一 般 に ア
ー ス １ ３ ０ に 接 続 さ れ る 液 体 １ ２ ８ を 運 ぶ よ う に 適 合 さ れ て い る 。 プ ロ セ ス 配 管 が プ ロ セ
ス 流 体 に 電 気 的 に 結 合 さ れ る と 、 配 管 と 流 管 と の 間 の 電 気 的 接 続 が 、 流 管 へ の プ ロ セ ス 流
体 １ ２ ８ の 必 要 な 電 気 結 合 を 提 供 す る 。 コ イ ル １ ３ ４ は 、 駆 動 回 路 １ ５ ２ か ら の 駆 動 信 号
に 応 答 し て プ ロ セ ス 流 体 に 磁 場 を 印 加 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 電 極 １ ３ ８ 及 び １ ４ ０
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が 増 幅 器 １ ５ ０ 及 び １ ４ ８ を そ れ ぞ れ 介 し て 計 測 回 路 １ ５ ４ に 結 合 し て い る 。 計 測 回 路 １
５ ４ は 、 公 知 技 術 に し た が っ て 、 流 量 に 関 連 す る 出 力 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 電 磁 流 量 計 １ ２ ０ 内 の 部 品 は 、 通 常 、 共 通 の 基 準 に 結 合 さ れ て い る
。 た と え ば 、 増 幅 器 １ ４ ８ 及 び １ ５ ０ は 、 流 管 に 接 続 さ れ て い る 共 通 の 基 準 を 参 照 す る 。
こ れ は 、 ト ラ ン ス ミ ッ タ が プ ロ セ ス の 基 準 に よ っ て 各 電 極 に 共 通 の 雑 音 を 除 去 す る こ と を
可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ に 示 す 構 成 は 、 プ ロ セ ス 配 管 そ の も の が 金 属 製 で あ り 、 し た が っ て 、 流 管 に 直 接 接
続 さ れ る と プ ロ セ ス 流 体 へ の 強 い 電 気 的 基 準 を 提 供 す る こ と が で き る 場 合 に 特 に 良 好 に 作
用 す る 。 し か し 、 プ ロ セ ス 配 管 が プ ロ セ ス へ の 電 気 的 基 準 を 提 供 し な い い く つ か の 状 況 が
あ る 。 具 体 的 に は 、 一 部 の プ ロ セ ス 施 設 は 、 非 導 電 性 配 管 を 使 用 す る か 、 非 導 電 性 内 側 ラ
イ ニ ン グ を 有 す る 導 電 性 配 管 を 使 用 す る 。 こ の よ う な 場 合 、 フ ロ ン ト エ ン ド 増 幅 器 が プ ロ
セ ス 流 体 の 電 位 を 参 照 す る こ と が な お も 重 要 で あ る 。 理 由 は 、 迷 走 電 流 及 び ／ 又 は 干 渉 に
応 じ て プ ロ セ ス 流 体 の 電 位 が 著 し く 変 化 す る と き 、 電 極 １ ３ ８ 、 １ ４ ０ の 間 で 計 測 さ れ る
電 位 は 通 常 、 １ ミ リ ボ ル ト 以 上 の オ ー ダ で あ る か ら で あ る 。 こ れ ら の 場 合 、 第 三 の 接 地 電
極 が 電 磁 流 量 計 と と も に 使 用 さ れ る 。 こ の 接 地 電 極 は 、 プ ロ セ ス 流 体 と 電 気 的 に 接 触 す る
た め に 使 用 さ れ る 。 し か し 、 一 部 の 施 設 で は 、 接 地 電 極 の 腐 食 は 受 け 入 れ が た い ほ ど 急 速
に 起 こ る 。 本 発 明 は 、 プ ロ セ ス 流 体 中 に 存 在 す る 、 電 極 を 介 し て ア ー ス に 分 路 さ れ る 迷 走
電 流 に よ っ て 接 地 電 極 の 過 度 な 腐 食 が 生 じ る こ と が あ る と い う 認 識 を 含 む 。 た と え ば 、 一
部 の プ ロ セ ス は 、 接 地 電 極 を 介 し て 漏 れ る か も し れ な い 大 き な 電 位 又 は 電 流 の プ ロ セ ス 流
体 へ の 印 加 を 要 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 態 様 の 電 磁 流 量 計 の 中 で 使 用 す る 流 管 の 一 部 の 図 で あ る 。 流 管 の
部 分 ２ ０ ０ は 、 非 導 電 性 カ プ ラ ２ ０ ４ 、 ２ ０ ６ を そ れ ぞ れ 介 し て 導 電 性 ケ ー シ ン グ ２ ０ ２
の 中 を 延 び る 電 極 １ ３ ８ 、 １ ４ ０ の 対 を 含 む 。 電 極 １ ３ ８ 、 １ ４ ０ は さ ら に 、 非 導 電 性 ラ
イ ニ ン グ ２ ０ ８ の 中 を 、 各 電 極 １ ３ ８ 、 １ ４ ０ が 部 分 ２ ０ ０ 内 を 流 れ る 流 体 に 電 気 的 に 接
触 す る よ う に 延 び て い る 。 電 極 １ ３ ８ 及 び １ ４ ０ は 、 そ れ ぞ れ コ ネ ク タ ２ ２ ２ 及 び ２ ２ ４
を 介 し て 回 路 １ ９ ８ （ 図 ４ に 示 す ） に 結 合 し て い る 。 図 ３ で は 、 接 地 電 極 ２ １ ２ が 、 好 ま
し く は カ プ ラ ２ ０ ４ 及 び ２ ０ ６ と 類 似 し た タ イ プ で あ る 非 導 電 性 カ プ ラ ２ １ ４ を 介 し て ケ
ー ス ２ ０ ２ を 通 過 し て い る 。 し か し 、 導 電 性 電 極 を 非 導 電 的 に 導 電 性 ケ ー シ ン グ ２ ０ ２ に
通 す 、 又 は 電 極 ２ １ ２ を 導 電 性 ケ ー シ ン グ か ら 絶 縁 し な が ら 他 の 方 法 で ケ ー シ ン グ ２ ０ ２
の 内 部 に 電 気 的 ア ク セ ス を 提 供 す る も の な ら ば 、 い か な る 方 法 を 使 用 し て も よ い 。 接 地 電
極 ２ １ ２ は 電 流 制 限 器 ２ １ ６ 及 び 接 続 ２ ２ ５ を 介 し て 回 路 １ ９ ８ （ 図 ４ に 示 す ） に 結 合 さ
れ て い る 。 一 つ の 実 施 態 様 で は 、 電 流 制 限 器 ２ １ ６ は 単 に 抵 抗 器 で あ る 。 し か し 、 中 を 通
過 す る 電 流 成 分 を 制 限 又 は 減 少 す る よ う に 機 能 す る こ と が で き る も の な ら ば 、 い か な る 装
置 又 は 回 路 を 使 用 し て 本 発 明 の 実 施 態 様 を 実 現 し て も よ い 。 好 ま し く は 、 電 流 制 限 器 ２ １
６ は 、 プ ロ セ ス 流 体 の 電 位 を 計 測 回 路 １ ９ ８ に 結 合 す る こ と を 可 能 に す る 。 し た が っ て 、
電 流 制 限 器 ２ １ ６ は 、 フ ィ ル タ 又 は 他 の 電 子 部 品 も し く は 回 路 を 含 む こ と が で き る 。 さ ら
に は 、 図 ３ は 、 １ 個 の 接 地 電 極 ２ １ ２ し か 示 さ な い が 、 い か な る 数 又 は 構 成 の そ の よ う な
電 極 を 使 用 し て 、 そ の よ う な 複 数 の 電 極 の 上 に 腐 食 を 広 げ て も よ い 。 一 部 の 実 施 態 様 で は
、 接 地 電 極 ２ １ ２ は 接 地 リ ン グ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 態 様 の 電 磁 流 量 計 ３ ０ ０ を 示 す 。 図 ２ に 示 す 部 品 と 同 種 の 部 品 に
は 同 じ 参 照 番 号 を 付 け て い る 。 流 管 は 、 電 流 制 限 器 ２ １ ６ を 介 し て 増 幅 器 １ ４ ８ 、 １ ５ ０
に 動 作 的 に 結 合 し て い る 接 地 電 極 ２ １ ２ を 含 む 。 し た が っ て 、 増 幅 器 １ ４ ８ 、 １ ５ ０ の 出
力 は 、 プ ロ セ ス 流 体 の 電 位 を 参 照 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し い 実 施 態 様 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を 説 明 し た が 、 当 業 者 は 、 本 発 明 の 本 質 及 び 範
囲 を 逸 す る こ と な く 、 形 態 及 び 詳 細 の 変 更 を 加 え る こ と が で き る こ と を 認 識 す る で あ ろ う
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。 通 常 、 電 流 制 限 器 と し て 抵 抗 器 が 使 用 さ れ る 場 合 、 そ の 抵 抗 値 は １ ０ Ω ～ kΩ で あ る が
、 任 意 の 適 切 な 値 、 た と え ば １ ０ ０ kΩ 、 １ ５ ０ kΩ 又 は そ れ 以 上 を 使 用 す る こ と も で き る
。 接 地 電 極 は 、 白 金 の よ う な 任 意 の 適 切 な 材 料 で あ る こ と が で き る 。 電 流 制 限 器 は 、 例 え
ば 不 純 物 を 電 極 に 加 え る こ と に よ り 、 又 は 制 限 器 を 電 極 と と も に 製 造 す る こ と に よ り 、 接
地 電 極 の 一 体 部 品 に す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 態 様 が 特 に 有 用 で あ る 電 磁 流 量 計 の 部 分 切 欠 き 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 態 様 が 特 に 有 用 で あ る 電 磁 流 量 計 の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 態 様 の 電 磁 流 量 計 の 中 で 使 用 す る 流 管 の 一 部 の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 態 様 の 電 磁 流 量 計 の 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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